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答尺.看 ま え か き

あふ為畠個紹のうど’とそ前供っく三璀に于潮するーー C "、々 共ほ 

ら3ビんさ：.寸决らしいコあ,うう.Eし ふ欢るあ:ら做、’甫人Wまち 

ペい君•レiu金化審丸为二と.ベ句館.ぞの.わうし、浅,二石紋’m毛より曲 

笛寂敢,席の爲・裏米ぎぎオざあうう・ざー松岫ごせ極疮芋规の,司適に従 

-• S气、膝淸学における一つの近斐以課題匕し言仁ゆ麦ざる接遅の

こ、-ろ办ぶ・な.％〃.式乏た所以、还もある.

ドメリカにおける厦衆謡角・!二月いで価格苓測の说毙なら仄、に灾施 

の厂史状、潑I、上ビぱ瀕：灯の匕ころであろう。

二の毋羊は アメり力における農業倚陪予測二おけめすぐ讫た辞 

"内诫・だ百座ある.方以メQ2_/况 / ’磁/［こ・.顼”厶<Z j

."宀ーん.の斐為 入曾カ"卫.ん<_tcjし匕?&Z>5_ 

:-•士 <矛ノ厅煮J £飜•訳し上ものWめな.

〔/ナらズJの中の一 

工氾によってグメリカ

にんける理荣櫥感予測並々、 に灘痂報&書雅成の全・战のー跚を蓮足し 

ろろなああう" 

'F *・て.「たは域兼価i洛觐刻に知ミをもうわれわれにち礎韭漫禾せ 

ぢ’；・、H2«為 •iあらう.

経営砒泛窒 訝杜 券

・保



目 次

/. 式 丸 …一・—— .........—  ... . ....—• -• •——••• -

n・専 n 的 湖 格 予 測------- ------------ ----------- 3

々,号測の布瘍湎格・に及ほす影響 f•.•■•••..... ......—•••“ク

«・ 宇 の ....... ......... .......... ...—.. ... ...

*, ,定しの形 支によ る 予測方法 ..... ••••••-------------/$

タ、 4)^ ビ^Iの .... .. .... ...... ...... ...—ノ・7

//, 測！屈の 折^ 象^ .............. ... . .... ......... ... ——・R 又

I 観測親告薯 の 貌植 ------------------------------- ------N以

ノ｝/ _.••..•••••,......••.•♦•■■.•••.......••..••••••...,.......••♦,......,......,.••.......,.....••••..••・一/

• ............. .............................. .......................... /

ノワ, 娘朗予測の 将别"のみ法 --- ------ -—....     33

/$■, 図表読取り乃至・"型七 ピよる予測法................. mク

へN〜

ノ •まえがき

徊・格・予細Wすべての腰底匕より辱日なさJ12 ・ている。すヾての購

入及び、販あ：、 すべての農場越営ん テSs そなgはカ米密機知

であ松、無意誠的・であ忍個格予測を合z〇でいあ。もしわ似わわ状

今日牢を購・入するなのは、われわ｝2は爭夷二短期日のうう)こ炭い 

ては冥黄旳にょリ密い湎格で牛を購入«竺はいこ匕を予箱してい

ォ。オた专しわ坦われ・水、トマトを熊裁するなら塩、聿與上わ况わ

廷域.收儀晩・に、わ氾われがトマkをすゝんび裁.堵しと少坟・くヒも 

最祗価裕还販.売:三れ,る匕しゝすごとを予期してし、あ。膳拒•わ阳わ氾 

は水くして為さな.仁予報Xあ分満"ざ7Z ,そして号くの有益Iな争椭 

在宏分あ’”タていないヒいうんヒを憩頌產焙する二匕が丑乘る〇 

X 0いつNも・ 一章で苗干指情したよあヒ沢山の票栗趁、喜也•久・)u 

茨業商題I二阕"建しに盐兰ね桂わなリガ、なX)横戚的a、莱急誠的・疝 

予測に対して度き!改善の余地"の上さわUいよう。

■ r
世の従者的・歓昭は,、藤沃、諛業彖业次、に酒のおrんの画格予厠状 

し成しはヾ謀っこいた匕し、 う態<言の"^»也しつ花匕应 ^^^2泊決を4^イ共 

していろ。

z <n的価榕予廁"タ子心小"'

ある展反は、彼負果の終験に立啣して,裁培・すべ、 さ殷良の陆翔、 

土.ナ哀処理の叢快の方法尋々につい之他のス,の极切匕全くよらあIこ 

彼目弟の絡號•をだし、 さしてまた彼目弱の価格予期をすおM匕な、



抱きあ。孝実最近.ま旧寇民はしWし志専门灼知!曜をもってしゝな人 

處よ'.)ちょり知・微のづI、初・團旅看或いは布塲商人の意鼠に<#・し 

■c ,予測比おこなって兰伫。

農保反.専E内経験並公、 に彼首翦の経:営とは異なった曇業終菖 

をイってさた他の人達にほり得らわ栏殖果匕阂する報告書の焉察 

を道じて却用可能ならしめら死るよう攻’处しの人の終験に冰存し 

<彼の廢象條道から得られ自修果•左改替还苦な匕いあ爭巽を曆魂 

するよう1二なつ之ざにいあ。放血また蔑洪炒,褪癖挙における尊 

时的槌竟羞工よりな ざ江た痴・,駐分林)こちい て昭あ奴)ユさ玖伫通去 

の・海格争壕［こ阕すそ・経験rよリ被毒の予測を改善で芝ろzいう- 

工を知・そようy成ってぎ仁。

価・悟の庖去の囉動五代匸耗、,、、もな:しに磁格に阕童をも/ノ v圣匕 

帯裕諳耋Hの分科は可能な将术事魚を予測する上に助け匕なって 

い丹。しかし通:去；の辛策に阕すあか、るか拆•生将未に：あてはめ得 

というニ匕ヒ・含まな•为向鹰0:複雜であり、時画滤實であり、また 

沒くの農度の衫っていないある標度の槊裸ビ枝和的知藏化ノ値晏/ 

・すろ。ニの故匸 僵去の玄象の車な.者表碗ざリ以上の同物也カヾ庞 

襄モある二匕疑圭唳三以Nきにの在ある。胞要效割麻と務间・あ古 

つ忙人憧匕よる相当霍の謡昭な、 食姜をああ匕表われな。極格分雪 

ur若ける専门的珑究卷)< よた週•玄の分折を堇展,にして・:註/よ均n. 

わ将宋の矛 瓠四 専n 旳函格専剥 户移以,々を—声・^4 

匕IXわえてし、 る-

入固"耘姦勿魂之の昌面にめいご展謬次、 ZXざ・2こさ.てゝ、る。應格 

予測においこもそ乡側タトごはな:い。しか、ん次山のハ、巖以•矛知犬免

～以へ

*q知・ー ・ ； . .— ..•・ゝ -・丄" .•上・・・ ■ I. SHm'-' 

全で松る二匕企婀痔しMいみよわに患わ时る。A <注目をあ次え 

ス’mの象つ日予測が、将未を予想する瞼この努力を不評渕にし 

ぐし、苕.ようそあ々。

このー餓的儀玄の一つのあめわ｝2.匕し j 蔑叢価・帽の共院予測 

状多くの蔥衆指聽看回作愛貴；GTらを、、に経清孝者にょりけなさたて 

竺ている。価桁経清学者感・被の予知を旌め得な力ゝつた瓜故ピ、之 

してセえ匕国しmや常匕ポ催與ぜあそが故ヒ、予測の計画は突・行 

し德苣ゝ、、ど一很に云わ・Zていな。ぞして彼寿成、’鼠氏匕哭業歌エ 

靖玄匕発生した事柄なみ次、、にその理由ビ紀港らせべさい。••として 

将未匕阂すあ彼目芽の結論を狼に田芝栏さ止将t兰\A "、と生裁す 

あの冬初る。

洗の人セ做、もLその子剛が、を重を知用する入々)二よ、)袍友 

就々)u耨う屹危予奏】よりも複か・ちより正確丕あ;©玄う床専广T的 

滴粉予淵且正当7匕w乾.る)にし、 つピ熊漫をとつご兰

専rr的予珈の本当の応.礁は姐潴,のない人逵:k軍二そ紀,水専门的)こ 

むこなわ彩てい治ビし、 う連由さ不当の窟用左予測)こわくといろ争 

雲に标柱している。ぞし式ご鶴は被寿の行動が後寿昌身の孑郁〜 

の以てよっで均ごなわ氾る瘍合よ.リ之 & U危株なあ如水、る馥 

謬の防止,成放育料ら次、!ニ適著日予測発表王法の垛用Iこよってお已 

なうこ匕び、ぎぎる。

3I天熨予報ヒの頰叔、.比んZz^2うな勿な％処ア花心域 

天気予報は展らく国箕の笑'、登匕なっていた。夢分天気予報の

•^3" ～



賛用はわ建わた£-清渡的に姓^さ地た芋報を间・、二匕によって得 

ら泣％たのしみにょ|丿払わ起<さた.。しかも蔑戻、飴冒、並ズ、に 

浸數の公環はある塢,合)二天気予報の不可欲在と有用性を鼠去して、 

予報匠董榮視しこい石。

彼の予測を津・る瘍合に、天宏が卷孫厘以の建動、溫度、屁庄史 

吹に祂の題割宗件に肉して多・くの源泉からの知•謐をワシント,の 

中哭丰務淅)二おいて咬•け氓る。

之沱から類,映保件の結会ボ通去)こ圮いて如何に頻動して兰之?> 

」こ［矣うな推論V立・甫］Jじと、孑珈"毒は橙々の地オ！Cおけ;gJ可能日涵" 

采)こおける天携.状籐に离すな褚論に卸達すな。多分あろノ巧冬之 

宓次七の談告さ江匕祿垛は芋测の玄さ氾た晴ヒゝ予测水、萸施さ旭 

た時の間•此かいM夜花"t ；&カ古し％* V\。そして誌果匕して予・瓠 

成誤リビな:ろら。またず卸は争］歯Tの諛勢を含払であらうし、同一 

の基礎資料ヒをヒ・いた二入の予兼者や梢楫壹し匕祐諭)こ訓達す 

巧二ビ差毒夂ら松る公レか号•天宏子報は東分质隨ある程正曜ぐあ 

った己とズ鼠丞左圮Wざな。

湎格予鄭音は二秘匕頫由のオ汰您操作しNいる。同じよろな航 

曜火,亟格・予測者の仕事上ああては哉る。そして彼の格秉は砧同15 

程度の正權左をちってい；& °人々・W・天瓷导・鄒サ"ビス,そ:勿結兼 

組馥並・久、)U用金ヒ菲幣匕視应检をもつ点しゝあ匕いった取絶な理由 

によって,価•楮予後小は天気し辛報匕の崗連に比い气説明さ氾ご芝だ!。 

そしその烦破性び、ノe匕yめう氾ていおなら或、您格予あI刀盅律、的楓 

念を理解寸る二匕はより湛易还あらわ。

濾格予測舂M溫^、風圧並.渓、)c他の諸要因W/わよリ性松しろ 

C ら〜

沛"洽夔因に离重し之牡畢をしだいな。犬冠話者のよろ匚、彼は 

昇くの源泉う、ら顒誠をう片とる。芝れかわ需給味件ビ鹵する和・殺 

をうけとつ・乙、嵯玄の頻奴の袜件が？妲何に街格V影響を及辰した. 

がの基旋たえ唧して、将未の戚燈・に;^戚す可龈な殄轡に渕・ する褚 

論匕到達寸る二と木彼の栏拳であな。、 穴気庁裁の場合と田林匕、 

彼)d、彼の予測扶矣萩さ泛歩範匕,被の褚諭の歩匕U点った應律 

は表也した ニニを夏おすかもし絃白い。之た?波は、殺状あ号ノっ 

乃至,そ祀以上の要因・匚时しビ死分戚舟腐を与え考二y工朱敢した 

二と、也久匸步M・エお庁わ求滲を へ、したニニを鳳会すな五じ& 

ない。しかし責任ある縫肴孕奇並久、 に桂詞・学着)こより蔵兰江危< 

叢価枪予測はヨ"く戏<と专天宼矛裁)-お・するぼと、)二佶頓性があっ 

/こし、ま杉經験の塔加"すあ)こした公=ぐ正確度な瘩大するよわ ビ 

恵わ格る。

ある入々せ湎・格予浪豚しば、しば、誤報を胃すよろな揚令に予湖!'}c. 

対して赴れをがえている状、ーナふ壮と同時に、予溜林よしゝゝ塲 

•咨にも技仁予測)二異顏を申しでている。

一・披に敏辎予測は麗云の不初になるよろな祈格阕杉の基礎を授 

核象二成快してし、 ると云わ疔式いる。同じような！0Jポ作物の敝 

寰と后［じく希齢の予測)こも益左れる。ノマスフ军ラ,苟に談ざねた 

,農業松清腐にょ為観測・水絲滴燧の下・雲を手测した。芝して上の

夕・予測の市場湎格に及ぼす轸響

今必eつニ 将 疥吃4£〇2^々 0ノん 勿ル乙z4必" 戶在'<SE

ノ～



予測は生じ匕実疎约E岩)こより與・誕・芝・極を。亥へのR・澱のない入 

曜は湎・格节瑶ば考測IにAり•密生.さ止・ら泛た匕 虐鰹約に結論し 

た。芝して上の工匕ゾードの終島の結果は虔部政府の雇礦入によ 

る水綿湎格予報の荣止渾動にまで窓展した。

価格乃至歧作物孫H牛の予測は布塲斬格に％)之形暮するビ欄んび 

てしゝる入達は3つの、Nを冤瘩している"«ノつもし頌瓠が宠’全 

ならば、、 沛格・は如柯なる予測にもづ、 ゝわ出次指示ざなえ万何1とろ 

ごく佥あら・う。< N.)横趋予愿にょり市場の大口取引看本好まし 

<义E遍搭條祥を軍期に魂崽した場合には、よリ早く好•ましい澹 

探件•を夷堤するご匕にょリ極格下落•を< Eヒめよあ。 あなたの 

ケ一矢匠もつXじ於ユ、 にせ沮.をまた念ベるユ匕も击能ではない。 

ま・して不何・还は:なかった瑚測は争滇!还あるMビを正め各始ああろ。 

Cm:あ泛わ趙は・乡章Nおいて羅祭しこM危よわ)こ、最終の令 

圻において、建夙、 涼黄人也次”こラ青我者すべ之、誇給源件の敏嫁. 

女劾・率的密免並久、、 に基礎的鐘論であな極格にあ与するもの日よけ 

紀盛をろけらたる。滴椅匕徉物予測沢布埸にある影響をもってい 

るか・ぎり、孑減は基琏的目的窿该之貢嶽する还あろう。あし希場 

冲貿入水櫥格軽清学:者の予測は被寿複正痙でない-とを鼠很すな 

うば、 液寿は径滴•享者をげなす还あらう。し公しもしカ、ゝる予測・ 

なより正確であをこ匕を被寿び鬼飛す ならば、、彼寿は建承・岑：者)" 

よd影響土沱る始あらら。Wして/楮の後觅せ勖或されてきたW 

あを> う。

次のす用はノタスク年ホ鮮.柄格予測の影響調査委貰会前におナ 

る農業秩者旨の長宮によるス テー卜yンkからのもの斐あな。

二"ヽ7 • 、、メ,、歧ユの熒冏に康!する简格・衽:清学看の熊厩区我 

明しこいるC

木諱彼搭を芋Mf寺る二之は人间旳jC不可能であ松匕泛てき 

匕。わ?2わ"の近咨は予測が、なさ)2.てき匕妲く、焉,す上匕び还七 

ると、、うdZである。质暗は福・然皆は本く、委覺展がZわ担,なq 

う匕、耐悟攻需給の法財の褚果であを。わ仅わ？？•は木猝御枱の徹 

彦旳班遞をおこ&った。ピしW木-醇耐椅・ば稿裕條祥の基靈の上.匕 

或参齣かう池の壹沸への残犯也贝匕或季節)二むげあ瓶悟を評逝寸 

るこ匕状廷きる二匕な癸•免し匕。わ电わ仅の袱鬼の裕寒反竭云う 

年・同にお!ナを木薜価格・ の動同.を指ポ吋るヒに宓旳的に遂用さ处こ 

玉たー

経清刍のワ冃・ノ木日のステート、’ントW湎格人暴卷の原因であ 

つ匕匕乖遊在れてき刀。

水將働梏の本芝の长纂绘技、わ阿わ沱の湎皆状応報告状、夷宼さ 

近,；& フ日知のラ冃ぎ日に巧つ・CM匕エ匕、拓久'、にグ冃U日かをス 

冃スmの氷斜顾格sろざ芝改、同樣の唇嫉岸が：该がつ之''匕列の 

埠ビ均)ナあ福z招"のうごきビ烦姣・の在のであったという二と改、上 

迷の米•の不当’«ある、yをしめすなあらる。僵去匕おける彳面・槍 

のろご、芝匕鹵す在注急深［ゝ布廃灰ら#冃ヒおづな砥楮叶大さ・国教 

秩的后動により条まりに高く押しあ！夫うたていた二匕ケ阻日ピな 

ハマい右。。滴必は爺衿篠牛nぶり襯定w死な氷準から親忽之・ 

爵し匕・の杏下痞した・刀委ああ。

ヲ目ノ占日'のス万—K メ >卜は製笑二救慮'■• 'L 日題衣M壮住二匕 

二黄注水あ右ゝ」法雌六氾て,W ・匕。



ごの•X U - ｝、メン'y、慧矣公二の卒南冰平均傾結氷る隊取リ 

そうな磧以上のノ底ス今M言万ドんで木鶴を販憑する根公空葬密;し 

てき仁:といろ主実攻上Yしの布维を盲适する。湎格成す岩 しどあ 

还あると、、つ宝夷を箋民ヒ唤^»さ&る二匕匕占:リ、わ廷わ忍は必 

殁二鼓宠が有知还ある族会並次、匕柄梏およ口裱貉すあ前・ヒ販売.す 

ベさ槟会を忘若してきめ。啓玄/。军にれいて蔑貝は好ましい価 

格殘逝匕いった鼠弛公ら被寿のマーケ、、ノ wン グ・并画才后へ、ハー- 

より被号の沛得匕數稳ドルを帝加し得てさた。

慶林省2造孝実を公殺寸ベ五をある/いろ二ビ、显必｝に裏茨を 

して彼寿旨鈴の浇附をおニなわしめあべきであを,匕いカニ匕・玉 

嘱さ史て支だ"

二圾に 对すらわね,わなの辭爲は巢なる卓夷の公表成处分さない 

と'、う二之である。説卵なき孝実成•皆熟を意咪する。史藪的ワ教 

②妾云のふびあ石商畠て钥して爵論碌伴・に為・すお秘wの桐甲の煮

R灘を篥める二ビがざ之、セして荷培予測を寸お工匕代" 共右 

にすざない〇夢くの会愚ぜは資詞ーを葱菓し、今折・するたあ匕絃弟卜 

夢看並.穴匕:祐肴学者を昆腐している.,& 0 。万の担職を$匕は\ \ 

榮戻成かくの旳さユと商でさぬいつぞ"しこわ近わね忒蔑林省が凝 

云の七め!ニニの二ピをすあ道当任骸密?Sめる匕情じcいる。吋案 

C応爰秘•な粗ってゝ'あ爰实迨次、 匕藻場指・耄者攻二のせ孝生,煩って 

\>\ Q

ノク〜

占 質的並伏、 に量的予涮! a/ncL な々^s

湎悟分；时のよわU、柵格寻副な貢洒A墨的予溟］くみけら彪る姿 

あらわく场ノ&章の凝渝を疹娘)

慎灼予測力至・は婁測報告は推単〜価格也ス、に 爵齢慶因の期替・左 

れ性一輙旳祉向を歩术する。た之丸よさ切・咬次の逼))であ合。

逼女 匕おいて成、烦伝心一爐煮面積 を辑汩する二ビVよuか、差 

状况に友威して玉栏。正落城産•缉蜃Kお1、て过,二わ・は最也の平 

均より、 より大さい生產を摇乘す名そあうわ。だ・してより大さい 

市場伏給全相誤すやにあ分な彩要の塔灰J芥な'\な归ぽ、、翌年秋の 

婚・攻る节場坪一々7^a^^^Lriうヶ^视Zの同z曲・/瞬或卞暑險回全迪«を还あ 

うわ〇

すしず凝［看状二(7)横の二とで満足すうのWあたよく旻くの塲合乏 

ふであるよろえつ.絃攻沢山の 、、もし’,“之しえ”"しかしの、 

乏の枢の除外司SH更用すな二N!二をって奴ゝる寂告を作该す卷で 

あろ力ー同ビ友、芸起すあか工輿碌板し)こ、予珈相正当袖,される 〇 

しかし函云Cた二匕ビは液勇9慧四なむ利益)C池しN段あまり春 

•沥で技枝、\。

厳溶救意诙ヒ尖いて反、垣的子測戚極端/に正確な予潦］丕あ谷。

つぎのす用文Wヨ・分①福用のためヒ政有叔)M匕よりなさわ•を膜產 

物网洛の決礫的矛測かりの杉のである。、

/夕_ 琴・の後半ぐ治す务あウゆあクうスビ潯袱のノ〕、按の彳・均 

,機瘍価楮Wブッシコ!ノレ当り疔、S丄•、卜 、 •ホ;坨淳*・西,吓ハ茂、



戶ec於e %均£必站と 〃相犯 は年"均布格 よりノク 差す 久泣 

る。デュラム点辺・)a,ハーヾy冲ブ必』-cz/花:写/K技攻/クセ!・ント离•ぐある。

ノヲ―、厂峯のタマゴ平均度湯曲格点ノタ、、ース当リノ M ノセ 

->卜・/夕ーー、 厂军ヒおいてg ノダース当リノ zテセントであ

るa

こね,の予測U、办、る孑菽の知後を理解している人マにょ为 

糾兩に瘟し、る。まにす価が茎,本狗であ为人々に习・しての祈用に 

を適している。二nろの予測は,展天に対する鸵布に成亙していゴ

チ：龍なな、 ゝ等測刀、•秘式は孑振さ龙た輝終扣•以・* •知’•「,すなX； 

リ寸冬由う,カ、<で予湖顷次のよろに紀迷さ：U渋方、 もし,权.&、、, 

つ作り"---- ... な.るカ、沽に・ク冃を始めビする政機肆の｝而ノれ史

〇)字:幻翼埸恁梧域ノブッシ工丿し当り略ノ つ $ kルハあ/ 7クで 

ルの司である二匕うぐ朗痔圣YL酒’：うしぎ剛欠湫カ冃、可にゴ.す3 

るば・冃硏福榕か下場する二ビ火期待ざグしる血囲:ま、燐列!匕よけ 

宣き代えゐれ・之個・楮帝あるりしていな書通繚,従もつ< 1\ •う倒耒匕 

よリしめされを。善亜線.のトップゆ繭待最匐価梏を、ホ、厶w裁 

応手殂岡桁広しかして'、る.孑夙上あうわす髭•方法は火捞號也 

内にぞ測の制後を<M吋な熊力のあず人々I二匕っで枝極く有初•苴 

あなイ匕叱え咬、樓誥丸埸硬宛建瑁岸者成二のオ法で冃別豚收 

入に崗する予泪n紡果をしめす必おし灯な、、。

x海らの明曜な蠻旳芋溟】と前述し匕瓯稀Ic眼味ぜ貪佝锻尝ビの 

同にて、準憂旳予浏七Sx勿“2_/^ZZ；N<zへ ビ'、われる數旻の顔階 

农烤・在,してゝ、る。餃隋の矛廁は種Pの確頰の•陵彌報告の乃ぢ

一々～

丕您ミれた本当 匕有益•でしかも 合理的に安会芯 もの である。

しわし程度の槍屋が大旬!Cみあたる対ら成、 そのオ法蛙次の3•萩

4 "J? 測の方庄 〇^- F回以〇・〇^)

メ山の孑報君の存在.ヒ同・じぼビ多くの予測"のオ法があ恣。しか

にょ Q 予測

(ス)睹紿需・园と曲格悟における邊去の阕添の垂的続計寸,''・父：二•密

釋U準拠し危枢"^約手制々^^^多/万纭"乙edレラ

M 碗圏-的・分旃・匕頂ス纹判斷の 蒔合

頻IニブJしーフ。分げされる小方し忽な:、'»

</)市場の转徵ヒ腐紿硃祥の嗟北】こ始する及龙の植人的観為を 

通じて却盧されW勘 如％厶> 乃至直臨的翔折・スあ財力ヾ

ク・勘による方法 yAo. ‘‘んん杰孩 <%必么Z

勘y辻観潮報告を猎嵌する次山の絳琦学者、币場’省人 决必^zf 

たユノ七 並・次に麗矣匕よりな左｝2.だー魅の痙類の騒格予測を我 

現旳にしめし式い角エころの猶歯をある〇 "市3昜視条 般た

但^么必^""*^^72^ 盅赛的判 Wf ス危^z'Z<%e ,

の拖頫砍の皆業が彼囹さめ=いる。状しかしエ趙ヨ勿奇某淀ふく 

玄坦.でいる瓶格予測はほ匕んビ勒坟上の伺•あのかカヾ孝実の訟雨に 

对して 应菱ぜある ニyは 申すま还あないが?、二の 證府匸は正:瞎ば 

建畋阕布勿・樂更方空却用に対する夜善万'の金回を煮せしては、、敏

い〇



かくて、水傷市場にわける必.技墟貞今律の蓟」.術生.產板希蜷の・酒j 

Aリ可梱建易いかをしカてー・1ヽる教吿誓を陵耿わ,狡はこの期待さ 

72な附汩的数裝び漪叢さが石 匸)広駐wある初格多IK庆敬蟹をレめ 

呀統计•的ゆ拍"を貞惹しびい〇しかし◎カヾらし、«翠カ、 の水緯取涉］の 

経験の後ヒ 破・ば痴格反単杖梱当け暗3クポノントぐ々方•也ン2

我ゆしゝ乏してこの基盤.の匕.に力両して木褥の売資を公ごな:るビ 

,、つ匕铀を"もつ之いるすああう。二の方法でキ っている次山の 予 

報寿ぽ、 祠鼓そう寸るのか蔔・らず｝こ、カ、>お游洒に上座寸あよろ 

になる。そ泛は育動寧を渾轅可るのえ欲ている。厘软若奴數:建的 

反海孫！は知・るな< <も、 る車的・な莲転を直馥:ぞやって［、るように、 

夢くの布場商人、汶新してい后本飾咨源は、なぜ被醇は被毒の楮 

場r =矛］達するかを本义匕知る二匕摩しE驚く程正.罹攻嗣格予痢を

杉27在3つぐ5る。

电菱な経験、直観、 知議並•次、 ピ臨索じ褻老の蒔尚をもつ之いる 

人々之匕っては、 勘によを季溜】オ玄は恋会有効ぜあるように恵わ 

史る 坨、しかし商取涉! d$次ヒ終;莒嗣^画に士? H"を会K荔苞" ・わ、.

ら、上逑の必妾芸經験’直匏,姐謚泠をを栏姦、、人Vち士A椁な 

してし、る。希湯之左丹る袈験匕乏|市しVS筹ニの人uに对し乙は、 

勸Nよるオ法は余度リ有初では依い。被善にyつNは、本籍年物 

の增沏予蛆爰：だけ・〇・怎<、か,る膚"如び水商俪崔匕妲荷会る影 

參、を友なすかビし、つ住二匕を知?会とz庆应奏であ& 〇

勘二よる予渕!オ広の家定・的冠不束］城:攻、予蓟の根墟状迥の人々 

に対しては蛇明で竺痘レ'匕いう二Nさある。"珠・ゝ,わ之しは今 

勘を若った"という二N&ネ之D罟簌的左ニ匕ぜ歧炫い。予測］に 

に方する時款Fの瑾由あ、ま0冬まて 名5るオ法並次)に原理も、斯 

匡んれるべき正璀さ匕阻瑚さをもっぐ枇の人々にj云庄す治二とは 

ぞ生念い。そ"故勘による予灘方法は、なづ長い、費苗のハ>る 

缺狩始・誤ヒよってのみ習;憶するごど公でき.る主ので扣を。

祂オ、正式な分拚方法E準拠Lした予割］方法はお亙匕後達可能.てあ 

リ、七也散より習得・に匕って境当である。

牙,-定の形によるテ測方法/^aezs<iZ^・ア &0月吃•gy・厶・

福格・手測の次7スのオ法ば一定・の彪式仁二る予測電ある か、云’ 

方法で;&さ松た孑瑚点、日席オ一堡我万至.団隔直・嫁,二よI)诬烙y槿 

々勿湧給藝因匕の馅判株をある,わす統訶-约分拆<< 遥磋x -•こハ 

如(トムとン、ワ〜卜の原著の・ノ ビ牽お中)水.玄多卸だ均 

'、<は.い・くつカ、、〇)ゑ湫の虛坎ゝ 予瀚标格・をうるためN、改教石 

卷・犬あ至一、デ・ あわわ △拓、、き匕回’帰繰から’の鏡敢リの基 

礎ビ・して族用さたでいる。いしゝ灰え初吉祚篩箇格・吐.キ/ん章の 

ろめで射・明した正礁,?こ傾似の方・. で知・名)二匕が:できろ。

ごのオ法を硬用する塢合に或、スつ〇) —M的オ法のいすたか、ー 

っに袪うでめろう。

く/')就々の孑測が、生産とか消費者町簿らいつたよう:@彼边姿因 

匕匕)い之gになわ忍W。をしてそのよるNして碍ら忍なせ乏 

爰・因の題歩為为ら芥る怖怡の計•堂y硬用•さたる3

S 商备御精匕搦>智寸、み斃匿因の粗肉分拚は生耗尋)二影響する 

主・な諸要罔さおらわさ?Z公か栏し汲争リ、。か 、る湯參工たら

ソ5～



の袂五諸姜卤の現任盛辻直接借褚予測)c校用され.;©であらう。

歩々"四Iぐ矛ノよ章)で・示ざ氾た分询は、韵師で概虚し伝,ス方 

豕の 中の患初の方蒸'にょり、鼓物砲楮のぞ・商1を河示するニメヒ 

徒用させるであらろ。しカ、しながらま亦キー y、之杉は独丸,残数 

吃就する并荷を得;& u匕び应憂wある。もし于珮!が真袁ビおいて: 

次の收癱蟀二丹してなざ犯栏匕すW域、篥中よえる飼料の 可能旅 

韵の 合垣敢沏S技 そ の房ビ おv\て知ら氾.る疆袜件か ら冬さ 投名。 

種々の炬物の槎裁面積並衣、 匕持ち越し名の相对的"ズ兰さW合垣:的 

ビよく知ら彩おでおろう。そして•ある妻示云エカー当リ司•催産み 

髙匕した旳用で当るWあんラ。嵌べら忍お動物数絞斗々ふ旧］にし 

め亡わ七方 M・、ガ、な・曲むき各。二の・办析匕おい ての袄紿•賤教攻丘 

攻レた匕切ろ匕目一W ある凌あろる。そして,スっの・植靖な数は寸 

<なく 匕S 半分攻会症さ.沱 Nきた奇あろう。そ レて厂算の组’衝ヒ 

対して容易y若測すあ二匕び还きる。方・猩式/は彖蓄玄通匸司黑分 

沔・視"の家蕾曲格ほちょ安す影響をしめすため之庚・惡会於だ。

G・ ノラ牽疚潔う宗畜生逢歧動物敏予細［と借会さ彩、玄・ヒ,司•負ヒ廿 

御料秩治とあ価召さ莉•% s若。司処疥所•得攻为ノ ノ棗ぜ指示しセ： 

方・)cより卸遍iする二ビ欢・きる一ー密版物砌&のな拆・えおv、W 

穢用左れた被五建因の二垢石の奇須日が得らたる摩わ上器年の登： 

洋朗】前にねづる穀物の平均等塩倾瘩X・直接的ズ計算でき.石でお歩 

う。もし分拚バグラワにょおオ承にょd右:左羽.ている怎らぜ、回 

悔謙:上におけあ適当反履を回悉か丹鏡,み匕死、:SLマ如算さ论る 

であろう。若し教享旳オ咳ノヾ棲用さ衫<いる惹ら［以之.童救の 

磕局、回席万尷:犬にさ人左・/.、かくご従诲袤敎の植を得ら犯る棒

～/ん〜

あろう。

絶群友慮燃的個・絡せ液］方絃につい・こ2 ス.〇の燧快Q炫匕ゝ・予 

测は指頓できおことび環S・になるごあ万う”弑立泰丝の植史杵•质 

し、予測する向題は湘困において惜承三：tZ之。相窗也次、｝C回帰•分 

捋"の硬用】ご閣す為糸!の制碳について:ま・ ノよ章において論じた。

9.統計的赤拼と削断の結合

sg,江.

純科の負的接吏:方法あまた誌猝父核禱的乃至,兢針的オ法のい徐 

松を己衝格予測においては充分でほいご匕は、 散U.の饑論におv\ 

で明日であ化)ろ"發針的分;时N確尽点翔断・の丽着びの怒ましい" 

統新・的分柝は、通去匕存圧してし、松よるな滞衿•條件の陶建に対・ し 

て貝.井的茂 明灌な貌泪をあたえ石うえ.;こ我丸つ°い、作え松ば、

統罰的疥内は敏遣的密匣の説隔其し企おニなう場合よリSよりま 

權にわ裡わ屹の患寿V•夜立つわけをある。した水つN洛佬ご!C攻、 

将未吃絃ラ刀阕座久須』匕する偃戲並・グ、、 に聽が"的分折ほ治いて考・曇 

レなかった次山の不規,則后木司測的囊因の期誓|て时する,考慮匕し、 

やめ囘題が、 の・二つマしゝる。

囹击荷玲吁藏に局吋あ：e全啟専嫩の至线階吐碧車の秋泛下にお 

いて戚射裸的企戚為い。実際yは、時圏、黄金、濱料、ぎ痢者の 

坟,防衣郭談並々に団療に司溟すあ託并的/分捕の.有紡徃爵の一眠に

/〇 や泄〇の・手ー)1 K "P^j9<^££l(メ坨 レ」戸夂-8Cセ2ふ裕

～ ノワ〜



晝’固す各制鷹卞)C冥行左？2.るたけ•である。

簡枱予測N ,おけあ統耕的今游の演用匕臨用ざ圮あ圭度あ制陋は、 

福格近次に語給匿:因の多厶の公表,左犯W分彳!Tは、資・料"の源泉龙ス、 

屹分梅の鳄速.に调して不定:金であ活匕いう孝哭ぜある。予測にか 

>る会林を凄用するため】と改、 被カ,髮因の履をあらわしてい石現 

在.云ーター死ちつ二ビ次鷹斐であ 5 ご•泛成資料べ期面白勺に和用 

ぜ去るようほ瘍会のみ、 歯!次ビ手厠者にょり現汪資料の類宓«の標 

命をさませ庆るよろ我方法でゝ 明逾され.だ宿数およ火、そのような 

ものを布鼓する目的に対しセ、分时看旧より堤ノ它さ沱益灰つ伫よ 

う息湯らのみ可能をある。ビ兰E点命術ビ藩用しな/乃至,そ死坎 

Eの枢会喫因は、琅：在・硒格観測乃至予郡萊務)«従孝している勢本 

牟聚員之刹・しN加用"せ玉给い二匕七ある。かノう塲会工は•公表・ 

ざ羽匕分拆政分桥を握・株した.人達以タkの入々により蠻約予測に棱 

用"で之ない。瘟なの・鲤珈報書を準禱ずる二ビを在孝kTしぐし、、る号 

くの人々、特匕叫の诈素食成彼寿目賈の分芯を用竟する礴•闾をも杉 I 

反いかう、異燃的な•適用不農氏匸舟すお冥際の予削］にむける衝楮 

の誌讲的分折に段ビんビおニほわセ・ &し\ zし、 う結氣を專二・與磔 

匕和用可能;&すぺこの資料の篥岌つ式いj&ワシン・(、ンの農兼経暗 

后吃おいてのみ、次んの曇啊湎格手須〇の企四び、司能である。

二招るの•困希/隹W遼桂u おい < 席盪去におけ右より寺Aリリ冬< 

ほって古てい均。 ^

次のAろ看寺順戚尧分適当な毓：裕的分拆代剤］用しろるという液 

Wに立闽していな。二の板定、か'爾隹さ>2.於ゝ、・場合［こは、評瑚はL 

リ正•權廖の低：ハオ我V我さ耘得べ五るあ务〇 暢多］な商畐・ Iこ为・しく

一/ザ〜 

式 二のキ順己若］断により指示さ.^.；&ようほ克!の踵展也ク、 I之声名 

の将另!Jな徃培においご減・正.さ旭加或恩る玄、、であうわ。

ノ,もん列］の脩紫貰疋よる潴の分拆;K和用そ空稜いほらば・商至 

危［格ばおいで字夜花匸灣在のあお主妥を狭因也ス、«瓶埒业次、IC 

名核丸桑因向・の祉阔係の 双泛<原耆ル ノ ▲葦を僉贖)“

n, i司じ万至艇のオ法によラ,ヨ面於C食瞽すう皆勿妾因、なビえ 

ば在差辱の年須,松ヒ貞饪・のある主妻因の決隹。

s,崗Wの輟性Yより示:ざれあような趨勢・匝必'•ヒ宿癡遂動0合桥 

の联尬、< 二の段港はしば、しは唱略すや己匕状で立あ。)

女. 上速のス.さ泰さ/自・分椅作をきるだ・け知闭苛あ二匕IWより、 

独丸受因の値を予測寸名・。淆費者苗T博力空協&請罢の指株にl、 

つ、広あ る凌泻,二交ナしではゝ 貌狂・劎何の削断・旋穴、'に 礎秦)二毒ス菽 

得する族嗅道あろあわし彩汶ゝ・ヽP

5.酒么爰因の淨痢結果・を-生吏過阙、趨勢、巧色学は一方至故府 

戢政若よ次、泌榕政嚥)［»け石夜必匕いつ自よう板灘‘案万至沖出T 

によつ乙未のM2Zるよう苞鼓翼危有：不視如條伴えお労お也置を 

Jっこ衿正す如

«,此盈のノ,た比いW釆めなれ伝福枱・分拍N 手痢被勿柴因在あ 

て戚める。を谷之よって火羊ビ若けを準•稱的射個眄楮セ葷巨す 

カ。

フ, 二の準薦釣諸用T柄樁年榆橙痼域匕めヴ'どあ聲を三つヰ、表し 

あ右点あば、做商・の極梏亥痔戒競=公は名或ヒといけえよろ苞 

荷珞u驚響すう視注の、 莎至戚予沏钓ぎ冥吠躁件ーをぎつN、メ 

蛙・疽•在の極格"状,龙>を若って移正する。核者は冠梏匕語稻礙寧ビ

厂ンラ>～



の闾エお日宕區玄の琦係に卖庇的点暧亿彼挡术すろスニろのあ 

る多田択魂N裕介左观.くきセし、あ6、は藉介さ松«行くであ 

ろう。最狼と次弟危おけあ椎座平为算翹越グ福・ら知.る。

£,絃に初用さ診之、ヽな、、苞ら吹、希場】反入、を梏乃至成と盈の 

妃<しN得めれた平•珥第瑟谄の季舖四分布に影礬サるよう夜豌 

の裝直だむける共实灼茂季郎的浅乂のみ杵え宾遗する。ゝえら 

の分排户浅ノタ章)ておい«瘀Xした・よあ归・極々の燥伴・下に お［ナ 

る季奔社夜砧ヒ旻兪ある一定顚面吃市塲V食 達する稔算炊入の 

鼓!合に影響すな溟西’の徐:trのよう之、参期棉・に彩聲する樂因の 

奎粗阕分林を乞活していJ&。

丹 上遠・のぎにむいでな土氾を办析を剣用して、あ％いは別の女 

法で妓ざ出た類秋の分梅を如用し乙 、爾格に影窖すや被み,裏因 

渔久に爾糖負律の季節的分布を尋珈する。早平均徊格は、上卞 

の麥斷的分布をもっているべ、一スを提抜してい々。もし相阕乃至. 

穎秘幻［フ。の参館分拼次苞左氾セいな您るば、めるいe wせ女頰 

砍の遇程港より灶さ松ていみ戚ら共、ニの孑瓠は直嵌分拚公ら 

度三比るかセし乏标い。巳ビえべ、、ちし驟隹產太磨が!してしゝる嵐 

ら攻,、场占ヨ図にポさ移た類狈の玫冗ぐ・ノア童クは菊節的術 

榕複払に対して一つの遂標を盛秩する乙あるう,切•,題友の 

潟孫の分折尾墓准を廢、、え.これらの簌験的孑潮は、現在j資疳・乃

・差鯉素にょり握決さ近若よ刀な増淌・つまり貌計的分拚の中で 

疟楚を払わほかった崎・列杖環境延次〕て豚彌查匕・リ诣摘さ控后 

よろ玄我と巻匕の!g!におけろ弄嵌蜀般ーの分、布の上う莅指示エ対 

しビ洼惫探 < 渉正さ龙君べ卓であるC

~N0

a I •以‘.

© 小X«洵吉は平西ま摩惜の滅初の矛測並"、、ピその刷梢の季節

/ノ‘瓣.：7孑・乗nが楚さ死でき仁军间x次字・の我况に会ま死す 嬖因・ボ

的分布・の予制をすろ業禰が.され.さいる。wの・株市場年み

わば、点ら点レ、

忽。砂・在云> 呀 井^QZ・商、予測［のある都分が慈い匕いつ松多！］ 

の指禾匕同林ほ、莉しい華態太芽生す浴であううOそれ故翠面 

名月ヒ、孑訓は二れうの不珈の宰缓ビ妁瘀し二・務正さ・こ苟か

あらわセ治める还あうう。恭未右だけ旱く、二切うの凌因")d疔 

リ速い将恭の孑•廁に、あ・云し、/ス当尊・の茨さ/2•乏崩国匕おv)■る 

柄梏連動!こWしての前の的論遂繆正す名二匕・ピ旬弔さ松活べ芝 

で拐方う。カ、く 式矛廁ば始TX延.衆の虚蘇四過・建を匕る°二の 

通程は•必ず、、重貞故灣料が策国不檀則的に狈河左ただゝゝるび 故

に、苦キ不規厠丁的なあ&。

・飴!^のキI憤は齧统報告の奢匿の準福ビ治いぐは実行不司・ 能さあ 

ううといリエ匕医苗・意寸石泣要はほい“そ死ば成堵孑・卸酒刀一憑 

の舷駐四匕し・«剛めわべき及ある。寺岸のスクーナ-般の前吱せ 

肯隼観蹈の幣校の密貝业次、、に会意探ミを碧つM被の疲路を回术し 

な:いし、座虹乏屹•程の技弛•あちクNいないであろうが、しかし・被 

Ki少益くめも袄者ビより穂用ざ能ている方法の苞匕专グハを知若 

二と、せグ、に彼の叡稱・ど髀力の制根柯此おいて去术万だ'け胰寿に 

血づ < 二匕反a爰还あな。•

・〜N/‘ハ•



ノ ん 観,測情・我・の波泉.ダ A<n^^77za^^rL

鏡須麻告の率備並・次)Uす須日宜、福椎分埼に对してノぽ要匕兰花.W 

よあ售豪タイブ刀生產、埼寂法顏景寿】て阕すあ現杉の禧・澈を戻紫 

している,水 > る楮辍の噱煮d:身7 ノ m券匕や、、、て弟掘さ死すゝ、な。 

あ 省亙期的報告W 将恭の 狀现を参・樋 すあ比 匕 蟻エ 有用迁 あた。

ノ’国冃蔑秦睡市食は生・戾修物の侏俳企次X飼圍膚報•を取版っ 

た作物報告宏菸柯して5わ。植栽 尊禳の拝価 は参師の 焰めビ 

なさ汉«いる° かくぞ療在・稿報攻為.產・さおる〇後一学つN 

裕殖・睡 日版禮面・商、車坦苞裁参り生曇宮 赤穴一彳任物敬豪も薜 

ィあして:いを。

ス 裝於が作蛎栽宿庁至は孫.参飼痿Yおいて爲さん匕す多ヒビ 

万のその歩指示すな米山の拷初裁告公、檀栽万笙"御謀施宏う 

次、にダの雨間辛度索績宿戚にょり終行さ救• せし、咨.丸備^、駿 

尻!d彼蒔の老四・が天際逐逾衬さ股る熊に被寿のめを夜えあ:ex 

Wし氾质い 0奉與:、秘痂«お之石その影警室適じ«、報咨陰 

律がかや荷働に養獻すあかもしれな''A e ・二死あの粮告は、冥 

㈱の爐菽並欠ほ飼瘓律叢に宠んじ«生・産の・苟をうそ匕めに 

面積乃妥驟/M*：建に弱徭する案因の絃•計的彼宠を縮兔すなせ 

めに建用さ花そか衫し氾・なs"二炊るの報咨巻の申最と艮< 

如らな•<:いおあ刀は算ス回の脉闺'料・報咨斐ある。二也らの 我 

咨岐商募価絡に谒す多章のう多で得削に言及,さえるぜ•あらゑ 

ヨ建業軽請期の框の故歩の粮吿書),襯痂)こ直挨代用でき夸楊 

叢を会んでいる〇にヒ丸或"冃祁孵钢折製告辻坂禽也伏')«邮の

・掉～

将未U比げ石座・產の表京免展供しでいあ。

こえりの報告者の畴初］な龍餞は核華yお1'てる左担•るであう 

う〇

藤彦物祕梏予測を與施し、袞た塚測報告を菸冷す治栈調は次の 

牛グ、)しープビ分頫さ花石なもしわ,怠い。

ぐノノアメリカる象国蔑林趙の腹衆整吉靑。

この我密戚、訓犠セ圮た麥数の人=、蜀により集泌丹・圮W 

よ大食將稻•觸枢の莘M匝久匚、N物公共絹謀が視須】亲矫刀疥島・で 

頫助してきせいあ匕いう争実・吃点リ、このお野な指尊的地宓 

にある。 ^

<ス)變業浪・欠«エクステ ン会ヨンサービ夂｝u南孫レで いお州の 

筆掉天参。

この横處攻爲の齡創滴報を農共匕駝布し、まヒ栖’焙瘟適锻 

告の準’清におけあ爰救め粹みレな止拳を炭二歴う貫往ーをもつ

てい如

①つ商"衆的下測検离

二の段囲で西尊約会生匕')ヽWして承莉並摂に树の巍痢報 

吿よリおより咽權近、より薮蠻•的母痢〇はある沃、棺ヨ碎火 

しすいや義吉薯乏務姦している。墓産・盛だけで戚玄ぐ弟區產 

Z吻・あ会"んWいる。玄処I«如えて、 あみ迥人至・公、｝c縮合マ—打 

、、ノテング艘点は波潺のペkn>乃至乂ンベーの、たとえば、ア 

メリカ肉快会の主產ーす岩 商・治匕 离すな显<!報告表発紡 しオ、、

々・個培予測拔网/l^rLc^^)

～ズヨ



由 ・

布ん缁マーケ、、ノラ：»久崔药

二の殺鹵W寸被寿自・第の届顏】こ愉］用下な・点/ニ之委、韦埸收入、 

詔・安也舟X 尅捋の 若溟3を:矣•二卷つNし、る〇 あ名亘大企莱 は\ 

二の夺碰の從爭を垣若甘う商我阕複部にー〃彩 

ノ乙j 心次与82<七2^^ を 談 勿 し て、、各J(営奇! A 社 

並・久、に貢昜恢会において成、将耒が、る落勃の相"当の嫁大が、 

朝脣され,多崔会水多ハ匕宼わ徂を。

ノm,題醐簽告書ーの 簷.頻 巧户^勿 滬 灰ゲk 

袤•奈寵M!報咨蕎)ww次の メ種密の報告書がある。

J>ノ军ノ回・の裁告

角・秋、建業鯉淆苗咬その状淀飾告菩 土をaZtい 的林辺 

の名々に雄して 褪現!落策々匕Nを64. /七么を華•靖してい 

る、二圮らの砲吿・參政、韻の拒物军ビ好する秋給・ゝ隔姿袞,久、 

に痴楮状:泓&検折し、さして次弃•に责・寸お歯懇の唐帝hてっし、 

てM酒!c辭建しN'、々。適:骂な図表匕一備】え、二だ日の板吿 

蓄の澹聲が军次厦涮会謡Nお、ゝ<裁皆ぎ杉 や。二の会議:トニは 

二の目的Qためにワチント> ICお奪よ世ら紀・に、各、柑の路<! 

密固蘇の7',レーク。が也席してしゝあc麥效の、冲I痰衆単・料大 尊,主 

次】ニエグスぞンラMンザ-ビスは回々の 、トト|ヒ均汁石配柜のた 

めM甘詡吿刀衡祭按褥正全治三登ってし、 る。

N・昼の冃用裁告

米ノヨ尊)ごめべだよる危、启r成氮2.における爭麓の推"務を

"ス々,～

瀚或.し、をして瀚・しい•洙件の路生)c对/るしての孑痂滲正を:冬 

んだ冃用、隔冃巧’宝季報告書を發行していを。麒痢】て阕す 

るか塑リ•二坨うのうグ最も曇要点若のどしで成、—锻的商 

業・碌ヰ匕主な裔昌驿に対寸ね商軍益骁明を加えていな「謂姿 

並次、 IC価:兄ズ <^2<^ZZ亿

危・リー級的久ダイ)しで・類板の知・識をあた丸式いるr瘦柴清麴 

^€e イが我0夂ZkTi,並衣、、此泅'

なの者・畐に対寸右厂邑 吳模繊渚謗“ つ氣 えん乙^s4 QeaL

金^2弟^ 丸よa、、 厂・清詰’粮(告匿_!え熟^^し

々うZべあ庆・ら龙・涉〇

3,和レzかMl旧封号有冃硏］鞋告毒。

琢教の州農柴単料大季底次、 にエクス万ンション、ザービス 

は地オ 栈阕隹ハx顧戻室への製、布を考えて、ーー越地オの 袜件ー 

ノヽの将初の遂疝を加％匕冃え银・彌架告密•え展轶していろ。X 

部おの州報吿蓄な烏赣咨謗の大鶴輿の歯花Wあな。しかし昔 

イの州の公共ネ戋由でな胴日匕应和タイブ。の報吿書を套表して 

玉な气 ^

AZ ,艇期予商〇

韻逑してきた模々の勰顽報告書毗溪浜:達の凌と人ビすべて 

の成:要をだ足•す殆］まビ撅紫反発行され.て'A々けれビあ、よリ 

頻:架惹大当反賄入をおニなっていあ会社乾.吹に巨大玄在崗を 

艺ってい右為礼或稲格觀領。を尚凰鏡爲に舆行して荷かな、く式 

ばなりい。ごういつた棄情!c・リ、堕邦匕か、№1談尊にまっては、 

井ビ入う枝'、演、,巳人攻危呂須出渋阕にょり轶裕占れ < いる短耐

〜ス5



しかし美嚓の歩!S!重罰灰その予測匕同一をあった匕'、あ场合の此 

孝を穴迢す石マに成相妇的ヒ參昜るあるう大砲のヰ河宣召西成二の 

よろ◎七のでibつ匕。しかし爸协>沒功灼をあるためだ:は、そのづ 

向・的千制］・は、すく兹く匕击冃知予瓶に適しv、ー緩y狡适きれ,る 

木ク冊以上の正確度をレめしていなくマは践らなゝ、。、馈のない 

沃由の砒唐厌祕梏孑詡乃至は魂濒费告・書の焙頼疑の吠定につ 

し、Vおニ敖お?zwい る。孑裁3の正確度 を商］匿す&エヒ次 曲・ぞ あ 

な工同欢に、この斑宠自身养葷u谴頫次治けるにいわわゆで咸な 

い。专 レ明孵定:敎毫放イ^〇疥rたと丸漆 ブッ シヱノし音リノ,。。代儿 

刃多須］次なミ能セ塲合、 浸磯の働趋がク’ナクドル,ク,ダクドし乃 

至序ノ nク将ルであ多二匕次靠雨・された.ならぜ'、その矛却jの正飕 

慶技一诈いくう«あタう处。天蔻寺辍ス雨之孑商Jした場合、ある 

渤］を可能哉量が•予測を漏危す还あううか・、し・かし二のオ技は、あ 

る塞聲に君 して相炊住莅に為滅左れ・切・成、なら标いヒニうの穴:郃分ゆ 

滴枱寻痢のダイフ。と盧用・する二X然Mきない。大都分の予滅］は正 

應友敏曇的表視万至ほ司・組沼®婿筮風旧おいてすら託业ずる二ヒ 

快でさ；〇： い。

/〃・予測の正確夜 A 08N•ル修 多 戶タNLdsi^Z^

寻鄭が嬖楕と"k・る。あを宼J粗予制］湾•ホ輦の被半ぜ龍明する" 

倒族競取り方法I, /勿直

烬してし、々。しか•しょリ多くの塲る、故鬲•抜阕による冃チ!］、! 

季兄乃望穽刑裁吿善Nおいて治二なわ死ていあを測の移正に、 

より恿期"予痢状、 おニ杖わM.N、、な。

ヘユタ～

谒咨ておいて寸ら、商入並・久、 に案殁においこモ冃扣方同通動につ 

U ・こは、葡•タ年分以上正,虐y予測寸あごとができろ・,.しカ、 し疔水、 

ら、 一方、祓务の税莒計画!Cおいて長去.並,のに琨狂,の俪楮に追隱 

す均霧房の禎闭は、廛戻の妥へびー军乃至艮阂予淇］において$ク 

%の正碾嵐すら遂し福•度いyし、う慈兼を居束してい硏,かく ・こ、 

ュういつ/su生堵の禮須］簌含書はもしゃ罰Uの正瘧皮方、、建小5ク泌で 

あつだ・ 山射萌睡jに利密尽あらが七し；•こを、'「古格学訳Iの芻逐柱 

乃至偌賴柱は湎楮孑測が、・厠を筏用寸会人々の予思:・二正•淫彦匕恒 

相て造ヒニろのものの檀点.から彌巨ざ.たちベ、 玉.であ为。

むフ煩験的縁犬况は天卷・予報)こ离庫.して度遇すあ” Sつ栄メエ 

の正睡度か’大窓手舞の楫劫在の渉琉なめ石匕ーー取,二彳反WさV2. N1' 

如 しかレづ<の塲村!"におハVは5ク%以匚の日敏次、あ天気Wあ 

有。c/z我聿に亩・日好天・灸Mあもだビを平・潮!しにし、つ五、占ク件 

以ヒう正密美成得ろ2俗であろう。二つM,かう、天泛予測吐相竺 

君あさあるために|ズ暖勢な天處椅柱の建生期合皮りょり尺尧い止 

履率に到達,しなけ・圮咬なら任い大あそう。レがレ点水、 勿灾旅行炒 

人 々政 二の 方法<s孑潮［す 右二匕史 企四 しとい 惹V・、。a <Z/< 一"年)こ 

おけ谷平坷ほUもおしうある時定,臼の 天礙此岗ノな纪ぎつ 匕ハる" 

之死底、被、卷の号剥は、六松の地域べ好天終であみビいう禳勢的 

或天樣祿怜I之勿啣しW 一庫・の一庫的な予測よりS也罹ではない〇 

もし専向的犬蔻字報者次.布人,予側!の正碌宰のヒビあ干の正旌率 

空迨沮づ在T^うば、その専E的天気,や報者は桓益せある。唯二の 

瘍合イ(U人的点矛測の正獲瓊咬知杉Jyいった二匕を次虐寸も二Nは 

园曜しである匸し、う成！議水、生次あ。同じよう冬困雄•婿せ區槍予盘｝の

—N7



有頒谜全钵価すな場合< 寺耋是する。

姬靖孑測の正_曜住の評位を彦察すあ瘍合)•ご、よた夺沏 1は直接孑報 

か‘なざれた琨会S み・を!含んでし、 お二匕、近.久に二口うは子剝する 

に唇都合な猴件マNあるらし、'匕I、う二匕をあ後して.お公せ•は?を 

ら春い。参し將衆の狀原水、歩帝に戻わしい度う嵌、艇珈報告看は 

非常EZあい我v5 Wあるの冬、船栗を・イ近すお瘍合に寻麹としと域 

計芽さた旨いWあろう〇 W杞技か > る爵価題あ々特定の状忽下姿 

なされた孑翎なあり、名して寺麹の努力をする金将来の欲况Jと亘 

る矛測では・右：しヽ〇 ・
/ " ‘ヽ

農萦極柘下测の正盛筋の評顷ー々〇)樂庭の初段繕匕おい之点左J 
Nた一淳Mだヨ刀ー姆钓总机破並のN上逑しなかった缺ルの别!の! 

机碳1ぞ支、配され如•暴業個格学珈の潔ほせ站覆衆洛須・為統計、分 

折・古氏舞長ノ . Gスティン氏の論次gに要めさね之いる。

蔑叢桂考昌の冃扣彌指手觌の最血讫比ける検査は、か、る予測 

の約亨ク外不正健云ある二匕・を痛椅していあ。N、 mの街备港蜀 

寸る正虐幸・は、彖畜え封するGm%水らノヾターの勺ノ %吉ぜ)n分 
< • • - • 
布して、、る〃 时!観却報告着匠农寸る初梏予测攻篋期に岭する、 

すく惹く匕も次、雾のw ーケ］チ’久孝前ヒ対ーしくの孑潮ぜある。 

勿論、大都今の二たうゆ寻溟!或生産條徃に亥絕三屹之いる.二杞 

らの糅洋を老膚、N入泣あビ、 覲疝扱告書における猶场等測はラク 

%、、ス上正し.しかっ だ：匕 い 丸.冷。

冷料はケリーン敬撥ハらN7カ冃向の彼の異験の摇耍心、 匕セゝ、・ 

巷。そして二の矣験はヨ車齢の裱の館察匕一致しているい•液はス」 

類極梏孑珈け M %、脈クク物、鼓物んよ多近"、、に牛匕ク％のを彪

〜ス孑～

恣坨正睡率歩し多しているこビを輟告してゝ、そCく確の正確夜の 

六康イ極培の指示オ句か、 正し5ビレ、う冃％卓さあるつ被攻安危牛 

次)0.务絹東" を撤要しセいる。守測の 正礎麼久、与次)工女リ相"違ん 

ているニビを海痼すあ二匕)之艾面白味参、 あ为。広匕えよノへ密を成! 

に匕る匕、ノヲNタ军之おける手痂は?夕％•芷權であったI。ま匕 

ノ字nろ军にはノクク必ノ ノON［军)て或、8 m强,ノワnF埠 

療左ませクダ石wあづたc療亜な、)ご牛予莉］の正匯演は身早间を!M 

じ・七人1、ヒ玻作しヨ,二花・ら刃結秉・、瘧々の尚畐差のに種々ゆ 

尋節昧玲ふよ1ノ大当匕夜祀・寸右二匕を示 し て いる。
• \

ネブラスカ州涉ハワ日ノい 、ヾ ハ<、ソづ氐成ノダ之ク祭マ冃・から、 

/夕Nテ芽•£日或む勿據の硅嫉を私ピ豪約"Nか之った。ブリ〜 

ン敬去の&る之、叔戚車闾の备冃で封する條匿の惹あ界膜云循示 

お得よう匕意四した"綏或タ五く に在・芽"囱)二kする寺・滅］の疔ク％ 

ペ正,しし' X1'う二と金鑑备しさし'名1 °攻七約ノクあづ、•奏郡であリ、 

^
カ二リノク馅H・固題に治っぞいあy嫁參"レ之しヽお.”

知对私次上速 レせさw•ほう宣綫験によ 、ノ蒯練 たうナな絃胡睡弟 

・看成、淫の耳’可、あるい或孝痴、左・をヒあめ湯•会之戚昼Uお 

け谷涉格のイ・S"上知給水うダリ豹の正建澳を!ちつ•莎珈せw 

玄)ピ徳んなてい占i

な震測報告書の制］顧£:ふ^辺・希Q衣i々况籍^弦・ 

二废かし、壯判、や註疽、余段りて敬学あ要す芝な"’、尧分虞曳 

を・滔ら点い"“余麦リ匸技備術考紫次夢すぎ、夜"匕いいだ二盘か'



しゝ此判ヨさておつめー揪的枝実議べある。

多くの塲合、竅痢報告弱咬ホ劣の毓測で公な<.、遇:去への回萩 

匕甘冬、云、\ /七、わの水、宏歩・ ーの冥ー讒さあろ"竅/戒板刍鑫は余妾 

リヒ區去の二匕工二だおワ寸さyお))、一方ぞ俱些その母去の辛 

鑑を弟J用し之可能苞将未の 覆動を殘分明瞭に成泛硝劾匕讃・明して 

ハ尊い。珞耒匕片庁ウを郁の女い唯聿な怂厂をの回謨ほ羅麹篆務 

において洒禮べ若し、。複液秦刍鎏筋将耒ぞおザる・^を•お二点打 

芸 <‘て汶您らMい。帝ダ•づタにおけ多・羨y田つ七貞做暮の解咨 

匕卓々安,/»ヨ人の膜貝のホノん余人次yリ明確炬手痢宙髮筌 

してしヽるニ匕を示めしぜいる。彦・ピカンサスの經験そよ泛成、痼 

当を表逐左えた：' 7 I丿艰嫉有：千麹或だ険さなく、なしう幾其？uq一 

リ六いに或詡・さ龙ていみ二匕びポ左脂之し、あ。し奴し任奴ら：観酒1 

報告ヒおつる宾際四底务瑚刃奥行色よリ荔んほ有ら塲会y 6 同 

島】こ予測の注貸ビ振!般を寒矣)こ敬えて荷かIわ点^:ら枝しい よ三

憂呉)UWZNリ冷すレ、獎麒をやれつN孑痂・をおU&つて袴く ーヒが、 

皮妾であるe新義吻セ預はw曜反救鎏的干癫wあを炫妾成掠ミ、〇 

すなわちで犯反率に演用看/坊向あ考瘋をざ、七、して訪る程・ま 

W連動を予測ささる翟质多選明さよ、、

*Nの主婆或異達経、実探6将泰の貌逐ビ爾連して、、方あ盤の・ 

大部分が:、 しばしば過去の状况の回籲Nか天いの救学にMって建 

めらi2ている工'、らごビであ存"こういっそ状况蛟来哉り)て繁慮 

さえ、率•満さ泊す芝七样果生じ在ものと魁わ死冶。豪領!報告蕃の 

目的のノつ田曲梏匕昜嘗する要因に隣しご淒唳並公1てその他の入 

々を獭育する二匕杏ある。あし多廁次:珈々)こおニなわ泛る色七,或、

〜3つ〜 

多z^諸春浅痿因机基:廣となっている華実と萎雹 匕を阂窿して理解 

する二匕此失母3•勿であろう;南・ダコタに公夏しした!ススラ人の麥 

貝の布、 スノ 3人勺展氏I寸極治!C影誉する塞礎就凍況につ、、ての 

理穂的日検訝を幻二惹うご匕を斐望していお。セしてス大部ノ分の 

蔥安)dー凝測の尙題を取抜った倒表】く穢蔻金あ0Iわして'、洛。

n S を人の出建かノ・ク人力ヾ、 之の検討は垣辭しにくい匕のべく \A 

考。会、在 Nノヨスの命ノフよ人公、報告磐の正_维き在犠蛭yして 

电述,セ建踏花寸歩二匕ほ友対している。

• 限测耘,告誓に財寸治・ヨの大さ耘昵判［は、 その報左薯は、蔑兵

及公y —ケ、ソナ > グ、栈窗の峙成!の芯養检)之肉塵し匕より成堀期商 

云リ古治し方收頫羊 Sマ次以・の上.匕.余度りに莘寸忽しすぎてい 

るヒいう二ビぜあ洛。た"とえば、沃①の笄•々回の供給清粮が、当阙 

並:次、に将恭の両老に时して、漠栗篷清尚におし、 て&用さ坨ている。 

*n次せ籽大"毂勿佬末に過少くk1つ五之、 二のよろ•氐ものな、主 

】で厂史的四・表のかに方で、稽爵報告書・え岛 x£Z^c点臨え 

々ラ8心 W麦ああ叔枳・てき泛〇若し峙別に為分当歌被卑匠対し 

て発表士氾てい 5象らば、、 びゝカ清掇対正面季痂理lび、あらわれ々 

匕朗待占え为襟噸を评術すあ埸合に拷に同金さあ々。か»るタス 

づの清裁の癸娯を栄待すみM)u,資金の不定び瓶!戒因專ヒ云って 

し、 右°

ノち,麒減T精報の酩祈 妃a以ス疚决 多 丄彪-墨 

=9熟和

避襲經濡碑勿鸟ノ回移乃公弐龍制裁告着は釣ノ Qnヨ肆に兆行

—3ノ～



さ なた・〇しめし救耳-間州 ハ むけ宥ルビ二の 霍名-暮に,在急本払わ彩, 

/かつ栏。カ’サ久、用俄、冃狂!飆渊澈咨甕M对して、季都夜う妇で 

つい«止拳をす「ゆV圣栏。そして二の.分野における肉や者wあ 

った。如の州で早あ后程度ぎな扃の辍告蓍を和弔して、、性。

ノワ之占ー ノラNふ军の冬期中；0ゾ・ーリー歧乗車狷大麥W我、 

第岡、うジオ、並み：K虐邦観珂ソーリー州の条件)こ商芯し切 

铤卸裁吉蕃の港籽金藏じて、翼添の卤匕複M!輟告暮を改あオ亜動 

をぬ二なつ但。ノ sn匕 -ノアKク军闿,僵測；Kミリ、ーリー州 

っおける主要云エクステンシMン并封yして採吊ざ拍匕 そゆ画、・ 

弛の洲で多浦r次この勢國y村・す垣阕心が蒿建リ、そしてヱ,ヨ笄・ 

の.ポニ、 普及した,之してよく祖碰され,た撕澜情報配布楞嚙农、活 

動を始めた。

赣紫睡堵・昌でQ・二刃軍動の厦進並次に板助)u对しMは非常吃秘 

瘙伏7をあった。

観滇(矯報の鬼桁月・凝在糖々の州においてよく腐準x亿△无.抬よう 

N寂つ冬芝 ぐ いる。最若虐褻お方法は玄の盧リである。

(ノ>特詞の州のうちで生じな袂件)< 国の馥濒を膚吊した!军次、 

冃莉並ス'、)に珈の迢期利待報告着の匪布。

8 ノ军にノ’N顔楚参 の浪玮の右匕に南催さ彩・石廳詞会讓;。 

二の会議感音通秋乃斐名•如匕南建左松斐。地万会・は地方機 

间の創I妹のためy州内:おIヽ < 隅催:ざ松之ゝ、わむ地主会議攻 

逢被 してん画占次 ぜしゝが。wして二の為潔 Y攻,跳矣数帯古匕 

翘^を説明す歩ヒニう少ノ’ス招の誓須角•西員水、组南レ匸、ゝな・

っだgS”ラが、 朗か处她オ会議詞傕微 匕郭巨会域 z^りり

—mス～

芳・二の・套滋ビあEてば地方 の双夷が 二の 向鬆iでつ い之漩谕すあ

わ1ザをあろ“

ノワ・雄期千演日の脣另日のオ法必产づ以姦^えノ必よ 

シJ ^hZzZ^e^zz り ^L/L^'Z^- -～ Z?Z-£.

<3>タイムリーな鼬廁資眉•を希n凱 ラジオ逐談、あのい)ぎ主に 

他あ目的で 活集さ犯 寧環侯 な後と お・、、之混供す労•愚乘嫁至

官十街 无澎勾 〃ラジを匕ら•匕スクを<’之“ノと ご上ワ—セ立・气ー一Z；3X乙ノニしせ窘z?"力s

/4觀測借報のあ布に？H・レW Tぐせ之核公を德轶しくそた。

ノ算画X为の耘・购阎だ曷"T・ 値格・孑湧f］)u ー锻ビ使用 さえるw放
♦ X

亜”’ピ二の云云y 用イ行、句譜匕つ、.'せの徹痿•沾疫好齢をむニさう 

后<'、のスヘ。ースW核・、'。すでに・ノア牽V去、いく、 /常券件也介

• <.时汐J方・環應k之 あけや参師項動刃 程康 生急初づ君 方波に:つ、 ヽーご 

設,明・屹・を.-數rご、短躬予厠攻止 港,噸孝海i型)ごkF务彩於ん上, 

の猷潼を把二稼わ左く之戚み功し核い〇宥鑫あ：短群!予測オ京ほ,つ 

、、NV•欢節匕むい式慶期する二.)て寸名。

$リ進んた匏明が一触匕宼^^b)について有さほ裁くて相：8•ら 

ほい<分析・日ーー輟e ヨ乃拳•どカ冃朗固に亘号価：梏庫截杞主を南ノふ 

状払わ汉五いる公、しかレ舆礙に孩乃至液の為在が、商会の彩あ乃 

至購入をすあ会晶成、日々次定・を夬»、二苞扣叔く c 片危届尊、、j 

、久<七形し2^)レノ承日ビ为・寸る価椅公ー殿之下•傅勤?を示してい 

悉ようW虑わ龙あび、しかし垃I'將だ日おいて二の虚勤が遂數ゴる 

d匕公兩待さえな号らば、、 直しNWし・企業び当•函の嬖兼より 、人上



に睛.、 しょうとま定ラあなうは、、ヨ〃,諛ー・Xu攻衆は.二の咳回ビ* 

わ圾ば反ら在:いであ)そう.かくてあ用分:析射yあるー泛の析椅手 

珈を勾咨す％持日の求定jこ(M圈するにうがいな［、。こういつた短 

朗不測)よく・らべれは、、徳詞I報告碧を書いていな商・后轻畐浮•看刀,土 

孝、wよレ瘩塲な出華であ&。

ノ’在荷•蠻のあ、虬への會障、八例g^・心®z次危厶、、心 

乙 ヨガ存⑤区おける正第永華から瑟堵•を分散・止る匕恩わ 

れる主衮養因のノつ戚、期威帝髪の我也であ名。この将如のす 

し、削戚ノテ々ラ庠•末にやけ治コーヒー徊捋の上昇)て象ら衫.る。 

烹し、窗コーヒー生逢,の退制会っづ、、た散に、世字のヨ一七ー次 

衿水、会憂生産地域の不作>cよリ羽］察の：^楮永華な比詮 わ あ 

Mあろう杉期待さ,也名房ま<5«戒ケし 仁。クラジ・ノし匕おげ考・爰
. -. I

コーヒー生産地域に治づお裁しE障讀庆報者さえ栏。直多ヒゴ 

一・匕ー在俟用してS切9二その惑ての人Vタヾ痴桂の上履•苞j匕狡 

の在荷置を壇如しょう匕砍し栏。その祐果、荘商童)二曷マる語 

耍な洌芋勿N磧切Mに墙如し杉ので、唯マ単治收機の礙食かる 

期・待さ杉危よりより療しい航楮上昇え术めした。最後匕 カノあ 

裔人在その要逵した永準•Nま丞注荷昼を瑙泗した。そして削の 

入<2就 乏»価i格上帰はあ依i)に激しすぎ'あ匕づル 、〜ぶ、ハ 

て、祓等・は厕午の永莘を感光之彼熟の所有•憂え核大］トハ,』 

し云かった,•治别! .の人yは柄堵氷、えのよI)怪、、氷準、一手じ石二 

匕を帝塗して、彼毒の所"為曩の一都の、を使弔しよあ八 ドノ、 

くの如くして、在拘帰夔技その正状：永準ま侄、为・さ後分之規 

以卞にまな崔士し、乏しN御格1は箭のヒ。ークエリ氷；g; I)祛、、采

へ以へ 

華と我ふ敍あし栏,区速板短朝の鹼恭酹耍の埴加さ、 将匕、3し 

e xzk•色尚重善様蠻必勧办寸せうぜ、、后!林の彩舊を万っかあうう。

か,お・態或舗士『之予测寸客二にst困・ぜあお。しかし一・凌 

遏滬.•仄進行すそ有:ら&、園去・に おづカ粽硏の:M動 垂グ屹:あを纔の 

タイブの綴勢褶報｝こ阂 する诳・礎,uよ〇、 分灼着以粮若程廣,かE德 

哀を击って、次の婀闾の沥梏棋型在勢］画す そ二ビ水、ぜ兰ちなろカ 

カ。七二 u我、皆踵ぶ※ざ俱•だ資耳犬褪ス卜、•ノク刃僅か一部のに 

々いyのTふをていあ匕ゝ,、う困姓点湖題ポあ谷,時抗术窕去の国 

坊のスト、、ノク蛍の痰には、 消賢左Kあ岸yいうだの日山載：的・ 安定 

的である’匕派位す若二匕匕よリ推髭•E Mみ。•名坨云夹隣の宣內措 

資瘴匕・正莹匡內消債赍の差び、 そのスト、、ノク蜜の唳也、物刀わしで 

い治专のビ毒,匕う処あ〇陳寂料顷?i狷 < 夜代Eストッフ華変汜ゆ勒 

蓉は、 容易)ニストヾノワざ占无之茂富莎至"年沒商另を・匕リ.’めつ力、•つ 

こ［、 ろ・慢漿•終缜条菌により將匕舅雲△歩状、 力であ争。

戸、 冃初•空算ー以函祐符.ハ貢毎む’ •旋卷、の和浦

いく埠布勿)胡窗品分祠"塚M、稚寿の不次?2咯M漫1Q莉更して、 

收頹耳ヒ 亘を膜 給 也句 は 必・分,我 匕等平・乡 aレ:/.•え洛つ反以な穴 

容必」 を使用してざ<'、君。二の好・侈］は、飼牡懵輟 Kl

た性U xZ必Ka・の七で税期的に未左たマい名。"御泪兼市 

莉マ、航蜘嫉湫故・公、に窘惚圣リ歸样"義・行ム/*义 〇r‘8^ - 

ュ以し 加^XJ>么虹匕”ム么,/ %"、或/須,七MZ , s/

ダ8以./二心N 匕’7レオ " & ・あ我。 ・奴'> 为表は年佶! Y比

げお•司能玄スト、ソク暖の夜/?仏をしめし、そして.月C籍?は«訶年")U山 

較しですけ寸z,卷いか、 また上、)ゆ・R外ぐあお力をしめT还



あろろ。二たうの及は粗宙・会苗に耕"しM电愛友・彳消定匕或ってい 

务"二の盖に上リ絃滸•的碗雍の結栗を松恣す丹炫万ば、.両卷の

・ よ；

ォ我ヒ祠・する啓用は紫旗的に増Rすタぜ あう万。

久フる羨び次年yK・して単〃回発疾左杆る号ろば、、二以ラの 

襄出曲梏ヒ奶•す右ヨ站な板仏をしめしてく龙るるあらる。卑〃 

回の馈・栢令柿戚その袖渠纭极善す多な,めえ梗用ざた<、ゝ名・。 

溟•噤の世寺氏おいくは、 ノつの商目"ビ・•寸多術福：®:bは之の頻 

目の肉虔してし、をグ)しーア勿価梏・動とー玫占处ヒい号匚ザぜ、 

、、るI、。•し田しば、貫诺汙栗表の横汶によI)、泰舔の欖合)マ、よ 

»您丞を払わニUが、なき、 かりJ也の方次で得ろ走栏結果よリ 

士よU調和のビ屹.モ齬秉を推或すZ&二ヒ次冬兰よー

m,祐糖係好の厂史瓮7參羅

複蔵為垣我性部ビ亠リ一歩えづく丘めのーつのよい片忍匕し

V W务分’杵宗度、次の劣瑟、つ談リ星示的焕样な、’う伐 

け身军日徐垛に頰似レ«い洛ような敏年之圈去"匂•取廿 を

握案していや。おし初枱K二近との教言启)の名卑せ翔んのかた 

佑おうづゝ・、/獄る成、、価梏度若年=おナる匸の糧の塁妃レのす 

マあろう。灰、、オ塲合、 之/亜攻妇飼分柝治よつ之さヒめ K 

算彻梏から.分泰としてあうわ上松.そ”まし九な

均姣物榆格)政米ノ Z孝)において論じ・モ嬢j吹の命桥)クふ."斯｝ 

*T y壬< Iや視lju 
なおな若し屹农ゝ、。若幣2、牛の禧環状'最馬还あ、)、福顔数芥、、 

礫厝は・H・洛翰呈帝麥の域大のために増加寸あ・ xハ、目 ユ

=f J农再込誅招•ヽ 

そレV、戳た耘夜・筋5皆奴アルゲン无ナアかうの云裕壻妇の敌に卡 

堵寸令二と穴免厶・玄杞る寿々の状KKiてあ多,匕す ーレーs 

へmgへ

寸べ ての 可會邑惹垮囲 1妥的をリ久卜Iてした漁 て、 Nの 年 を頫敏人の 

幹殂朦件の 存在•し て\、杉：邊玄の 年N 物るざせる。二死Iラの 逼ま、 

の奪・は当年Jfおケお恼塔囈動を惟,遂・すな±1y堕株ビななパあろ

そ" »

二のオ法の问魁匕なあ点、攻、辟河ほ菱因・の姐对的望要徃を评 

価し、そして、二必.ラのずへ：、ゼ勺裝適か、 重罠•なあ・二•匕金權め 

る二ど次困碧送るあを匕いう二匕Wあ由C定・史の匸 >こ たビ寇 

二切らの絵5 髮因・が、通玄の年万至破潅ミに匸いあ年り冏ビあ 

らわ杞・セビしご考、歩落)て敢硏に持し‘そよく如位氾N1.、史の雲ゝ 

その’期间の文默の小に館速M形点•水ったあ客另1の・奏密か・、、崎另］ 

題価i格型・を形枝させた最大の愛•因・ざあつたyし\うよう巡二匕主 

あ.)•つる。

着・賞はこの極岗’「に困魂と分野においては滿巨さえな蔣家をな 

るほうM方・法はほいぎのy .スて'、為,裁至つ吃・救相•岸的な方 

法状同殆に倏南さオzきく.-？iy虹の存し、〇その虹!二二の褚柔は机 

斷IJよって褥正を力口えヨ杉・近くでI#ほう苴し' C

/名,回米読取?)乃至型によな兮浪)］法

C/し”必 Rsoし如 林 、、严カ»M /^レ乙・"4■’ノラ

励吃谕述し仁よけ正絃的な・技術と全く粗度し・た短期・予珈方法は 

“回板•装敢リ法’"乃至"華〃ビよる予滅あるい成"形状" 

戶Z次・流な・ にょ有予•題］ビ虾ばれる。二勺オ法反将乘と取:司折 

/敵ろIすな商,多並次、だ粧•券妃旅撥ろ夢•ぐの取政詡渣およの、扱横彖



そよJ皮用さり <-〜な・’しかしな〃・'、あ二の方法は.終清尊者二水-窘［ 

n的訓’練をうけ泛統升孕者に戚余まI)認めら初・てい故い。

荷格理による予痂iでI寸沃!Uの融殺がある水、、しかし実際には\ 

彩りの総ての袒織W同じ一眠的日毒素に率拠しーこ、/。ス瘧煩の 

カ、マ存わちくノ、希齢磔件、8敢引率続ぎの瞬襁改公に敢 

劉’看の)風垣的反恋かめ 生すみ敛核制的妾•因のNつ公御枱に鬼潛吋 

るy寿 えち>辺=い る。馈看の技砲拘襲因切半陪之組期也次、YC中阎 

価焙履動の大都分の底因Wあるヒ号えら知之［、る。N杉.らの技时 

的要因)ば、そ松目剪の中に碓うベ苦璽動・の港徵をしめしマしゝる哉 

洞確互理.君至形椽を4S末寸石?匕毒えヨ>2る一庫の荏帯/及イ住用艺 

慈恕する。歩、く式适い将未)cおける位兩裝動就垃之過・の逝娯 

型えま〇赤めさせる。そし一Uより處五疇来の核裕的盧動<帯ビ譜 

袈ビ号•リ移・正をうける)攻、 相考畏、、冏の優・去の極•裕疊/iヒ& \) 

捧劈さ宓.た型Nより看滴しうる。

•年用安ス、、反ヒ田・の市場連動の斑宠.にむし、ピ就 Sノ渾動の昭 

藪水生生る蔑、(&)理耘の長さ旬久、に孩嵐、にっしゝて熟憊し歩 

くNは芸う"い。击し手測者公二の之つの二ヒを予涮寸なー匕水、 

・さる反らは、、 綾はー彦にああいQ同時［て被の孑測目敢、彼の饵 

ス的敗産並,次、匡世界的名声を獲得しわるであうう。

明瞭に、短垢盧動の连顚は、その疫駆堕動通次)二多牧の別の短 

朗運動が舍宝杉る衰躬運動の蛭赧をあ切、表しれWひし、夂は冬 

ろ艺ほ、、かそし氾修、、。朝百方吏価枱殛せの程瑾に関しア 弓々 

の屢動は七.'匕说落y另］の虐動のすべて乃至は名ヌイプの曜・勒ズ妁 

づる痢孫J二戻!座しているけた2专、至另］して老慮し安け成頌ら日 

—3歩～

•ヽ・仁•ビえ河泵読・取りの穗•マの組織の云とにおい之も、亚帥の阙 

題也沈、二碧彦匕占 1> ふ類わすさ杖た、二えわの褸々の愛勸!Cつい 

ての勰一的反表現は冬、、次・二权つの區動は"寵T!ヽ° "中同”並 

り•こ"最天’匕•るづけう死4。

オタク図は気［の巨・的の已め匕串乱ごわ・正・专のせ扔なが、そ忍盛 

二の續顆の盧動を尧分・よくあるわし之'、る.&冃からら冃破・での 

ー锹的危下’峰覆動岐源大的墨動

ぱたる。ノノ冃ノ日から/ス育に宣を匸鼻崖動は中国豹逹動 s 

曷を2ZZ化&2a/左 たとよ,ば、松な。点住步冃っをー逾电 

あうわ灵代禎期的上昇<うr 三)W長爪的X2動-况 该我皿

勿?xe*<C 匕よ成^・る°

型!による予知若 尸泼ないL 戶・-2〇<32レ.:ゴ招んビ博・を包展

啓要素としぞ瘩龙ない° ー是の最』'旳旅侬閉・は數日万至.数圓1司を 

职惡yすろ。かくに尋期し危建動が而らわたみ玮朝を千憊しょる 

とし点い。もしこのオ法に•したがって、あ方程虔明砲.ほ中冏的比 

舁が、 ささうご万をビして士、芝ワ・匿I敢7匕爭・が"ーゝか哇め安Xって 

<あカ、全决是.寸なガ・法或ほ''。嬉'-・ の巡し,吸盆二工)我それ.:はヾっ 

之くみにいう二/だ、 けさある“

ノ・義犬連動の中囱的谜・転は疏の最大泡•顾京・ 了;&ゆハ5心 

勿y*・乙,左勿•庭の約・ス粉のzかS3分のN圮カベーすおよう 

に惠わ彩々"g固旳せ簌厘励Kもし二の衆則！-案搬し < 期待 

至j2化箧さよしより伸反すろ写るば'、 最大狗•馈同遂れ目异申 

同约竟勧により些:鬆さ屹忙ニエを示かして、、る。同株の密株i 

が・鼓小'並欠に中间白灯連"勤の苗レニ存狂す为ビ・偉んじうれで、、、為,

へヨラへ



ス’景大旳<カ至キ目的)上葬於译&した・彼工 懸、、坛扬.匕萱圖 

ラ労抵、つまり"抵滅•承率""ユ以成痍％• "或,跋

天的«万至中同的)邊動の卞碎％叡の後磔であ佑,徳诺ベ浴 

び祥及しせ後旧釦建した同"一鳳は’’支捋ポ準11 宀後^r 

匕〃、H N よぱS花・名一之圮は上辞・・耘をしあ寸・二の 承建は

•發珪!/す右ス筐拡会、cm曇トッフ。およな沢ト4の粳念ヒ此遂c 

狈にゝ、石。

• 9, 、堕兢的な孫ノト约厘動のトップある、、はボトム全建んビ蔓禄 

出、・匍钓潼動の遂耘水、あらわ忍る求w、最Tk冲建動の将米 

ほお寸ゆ虞動胸囲をレめす。同じような索畝!は衆大約塁勃せ 

狷我マを・向约渾勃 の堂毒感圈匕つ、、C号いえるか窗レ杞冬 

、トCしかし红太乃二の四核淀為曇論z<y 歩所孫んZL# 

戶^^^e*5zt<77I一 刀会つ2ラ は苔干の回液・読敢リ睡緞\C.よI) 

哲認・さ必Cし、 る。

•以,柄•楮M行z衣多1敬量Zの间に吹、子珈y有用直、察换芸阕•添 

びある。栏エえば涵楮 V夜"花水、なし、場る£おける歡簧增妃歧 

上塀、壁動の嚥上.をしめすであうう。eして圾微^^^卞塔秋 

しめ2"还あろう’,冠柘千弟をレめしてい俗喝期たおけ岱取引 

教矗の戒ケ或、賊好理動の終水えしめすwあろう。

5,或日の友動柬囹二阕虚しな終】)価楮 匕y式宀ん・ はつ 

ぎの日の万能女盧動オ何をしめしゼ、、お。た匕夂ば、・『フ 

囲yおいて、ノイク初丁のう杉ノヨラ初!灰、・、)慚終农爽勃絶 

飼の中关見より咽罹匕より高、'埸合に戚 < おる、'皆演、'場冷、y 

は),次の日の:1^?鉅匣の申灭潁は 史>2.冬れ.•・よi)葛ゝ、ー/くあ

"々〇

ゐい或孩、、こビ〇をしめしてヽ'あ。もろーcの夷例は内部取ろ］ 

日亢％e. 々危メ^以七<^ア財 えヽ?侄あ・"ニ技»或削の日の凰

動範囹內Nその栃梏'< 動賊囲Kあもよう每ビを、・、クわけご、 名 

セノ次のヨの•简培娘伺" 况浦の最永物噂间也遂念すあ二匕をし・め 

してけ宏。..

上.乌,しくW七よる放回麦泣敢リの1锻旳琉朗はイC!々のよV垂遂座 

のすく歩い旅山刃嵌;n的史Wを・形吠Xより禰足M%窗。めおつ犯 

う勿劉並M、えセれ・あの型本、阂说セちつこいな,段原前厄よ 、)展・ 

圣形・垣指穴寸、 "致しそしゝるであううし、 式た：洲の型丘次’V二死 

うの理梭、 期康をあっせし、各〜・眠索貝uエより霍嵌さ屹•泛指永は一教 

してい愆いか麦レ/农い。二兄うの都分约に不・一致をしめし«し、 

を会回なら、回我彩取U人は乳!断エ久卿して調和を回’' Wしセ 

被の彳？<！を決定・吋な。
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汚干の 應"如のダイ尸0畛状 ナシ％をX/R万・至 眄梏型 庞?；C2

尸を第ス七 4ゝ 会 冃闻I二宣吝扱物の日・の刷趋强動埴田(奎直 

鮮、によりしめ△.招危:)隹孜、' I二終り岡楮«童篁線セ媛功治灯、ヽ永本 

療?こよりし册ざ屹た)をああわしす いわ会ろク回勿士 y 凹示さ死 

てしゝ务。二の瘧我或衣の盲軍為話迷wよリ爱点さ知, <'、為・；,

< ノ) 射^也 次 に 声ポト、理［ •zユユ况-e?！ 乂 - <£^之乙/ご

必がx&^』一kて甘、帰•乘ほお寸原砲梏の上昇,嬢何堂し矽してい 
L>
冶"右・存C状、な肩•4き.リX >髙、、匕、'カ幸突は准平に 二の二 

匕を恭多切していあえす圣有ゝ、。

(ス)：SW也次、、こ肩卜、ソブ型 农Q乂 ー 之庭 妃ノ」•ふ

弁”:..％田をハ クー・左一ー产、はー發祐卞塢をしめしピXA为“

くヨ)ー 無?理"人えe,ご・"つえドア」_ K"々つ七 好一匕匕 エl:•-.'：

户へノ:ル^^S 户ー令一 «：ま总梏・づ卞"降座動を!ノ册しているe

瑁・成久、［こ有卜、、ノ -/型,づ扔ろ均泛枠微)•こハT \\ ーこ、二・め垣Uヾ-F： 

倏遂動の加什加的袂匿支あ刀ー。

(ZZ) 卞-碑・ト、ソ ブ理-之g&- ん之m才_ 左7つ ブ％•: ・」

ェ __ j —• Jく 、

-<障卜.、ソフフ战刀大切"板荫"瓊"心、 1-—•・し/•-‘レ-ークの卞偉x •'ソプ 

だもった抵繰-&しゅさ莉・せも角畛によりしめ左・叱.てい洛。小 

>各m命・杉亜成自の稼ノ両槍下落セしめしm I'右。

(占)歩 冃、・旬ニあるわ忍,w義しゝ、芝W、ブフ°理.0以"k2Tるんー 

" 戶““をい 戶及戚、ド司)二おナ号上舁瀝動えし切し

玄、、羣また尸匕•を匕・ 。あう切さ杉W*R、"フ。愚・決レN•夜 

)< 就く最大飲建麹ノ勿 '百に次しW万ダ?あわ三彩荐、J 啄：し、、W

/ミ〜



マップ・r、W圮纹豈rの慈堕去:墮動恭淆寇,し杉L二匕 を レゆして: 

し、る。

衣ー s、ヨ次l芸、の日多至癒如'a +勿・厨移建動^^によりオバ

ー 左・俱、つ >垃犯セし、る・ 定一うゆ系七ま54.つなの点］犬本・ 

中Mみせ如お。

(ク) 上し黒-y ーフ 理, カ么 &ロンえ么タ_尸&^
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